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 はじめに 

 自然界の恵みである水は、私たちの生活を潤しながら循環しています。 

 近年の経済発展に伴う生活様式の変化により、排水量は飛躍的に増加しこれに伴う汚濁

物質も増加しています。 

 このことは、河川や海域などの公共用水域の水質に大きな影響を及ぼしており、市民が

快適な生活をおくる上で大きな問題となっています。 

 市民生活や産業活動を支える貴重な資源である『水』は、市内を流れる主要河川の表流

水や地下水に依存していることから、使用した水をきれいにして自然に返すということが

使命であり、これこそが『人』と『水』の共生といえます。 

 

 

 このため限りある水の大切さを市民一人ひとりが認識し 

～きれいな水を後世に引き継ぐために～ 

                日々努力していくことを忘れてはなりません。 

 

 

 本計画は効率的な汚水処理整備のため平成１７年３月に策定され、平成２７年３月に見

直しを行っています。今回、進行する少子高齢化や急速に変化する社会情勢に対応するた

め、再度計画の見直しを行います。将来にわたって持続可能で快適な生活環境を守るため、

今後の汚水処理施設整備を計画的に進め、市民が豊かで快適な生活を実感できる環境の創

造を目指します。 
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第１章 総  論 

１－１ 策定の目的 

 下水道は、私たちの生活に必要不可欠な社会基盤施設であり、浸水の防止、家庭雑排水

など汚水の排除、トイレの水洗化といった快適な生活環境の創造と河川等公共用水域の水

質保全を図る上で重要な役割を果たす施設です。 

 伊万里市では汚水を処理する施設として、昭和５４年から市街地を中心に公共下水道を

整備する一方、農村部においては農業集落排水事業に取り組み２地区の整備が平成１４年

４月までに完了し、さらに個別に行われる浄化槽設置整備と併せ３つの手法により整備を

進めてきました。 

 しかしながら、市内の汚水処理施設の整備状況は、全国や佐賀県と比較して普及が遅れ

ており、『安全で快適な地域づくり』のため、総合的、計画的に整備を進めていくことが必

要です。 

 このことから、伊万里市汚水処理総合計画において汚水処理の効率的な整備手法を策定

するもので、計画の策定により次のような効果が期待できます。 

① 汚水処理の整備が計画的に効率よく実施できます。 

② 新たな汚水処理の事業を実施する場合の指針となります。 

③ 汚水処理の事業実施において、事業間の調整を容易に図ることができます。 

④ 将来の全体計画について必要な整備量を知ることができます。 
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第 2 章 伊万里市の概要 

２－１ 沿 革 

 伊万里市は、佐賀県の西北部に位置し、東松浦半島と北松浦半島に挟まれた伊万里湾の

最奥部に位置します。 

深く市街地まで入り込んだ伊万里湾は天然の良港であり、江戸時代には有田や伊万里周

辺で生産された陶磁器の積み出し港として栄え、その名声は遠く海外にまで響き、今も“古

伊万里”の名称で広く親しまれています。 

 こうした中、伊万里湾総合開発計画により港湾施設の整備や工業団地の造成などを行い、

造船業、木材加工業、ＩＣ関連企業などの製造業が立地し市の基幹産業となっております。 

伊万里港においては、国の重点港湾及び日本海側拠点港に選定され、中国・韓国をは 

じめとした東アジア諸国との国際物流の拠点化が進んでいます。 

農業関連では豊かな自然環境を生かし、特産品である伊万里梨や伊万里牛などの農産物

や伝統産業である鍋島焼の生産が行われています。 

 基幹道路である国道２０２号や西九州自動車道の整備により、福岡都市圏等を結ぶ高速

交通網の形成により、企業の発展、雇用拡大、観光産業の振興、物流の迅速化による農業

の活性化が期待されています。 

 

２－２ 土地利用と水環境 

現在の市域面積約２５５㎢の土地利用は、農用地が約１７％、山林原野が約６２％、宅

地が約５％、残り約１６％が公共用水域や道路となっています。 

市街地は、伊万里湾を囲む形で形成されており、周辺部は農業を基盤とする集落が点在

し主に伊万里川、有田川、松浦川水系に沿った形で集落が形成されています。 

水道については、上水道の９施設と民営簡易水道６施設・飲料水供給施設４施設および

工業用水道３施設で運営されており、これらの水源は主要河川を中心に表流水や地下水に

依存しています。 
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２－３ 汚水処理の現状と課題 

市街地を中心に整備を進めている公共下水道は、昭和５４年度から工事に着手し、昭和

６３年３月から一部供用を開始しており、今日では実施認可区域面積１，２３４ha、処理

人口２８，０００人で事業を推進しています。 

令和６年度末での整備状況は、供用開始区域１，０７２ha、処理人口２９，６６５人 

で普及率は５７．８％（行政人口比）となっています。 

 農村地域を取り巻く環境が大きく変化する中で、農業用水としても利用される公共用水

域の水質保全を目的に、南波多町井手野地区、大川町宿地区で農業用集落排水事業に取り

組み、平成１２年度、平成１４年度に９３ha を供用開始しており整備戸数６４３戸、普及

人口１，６１２人で普及率は３．１％（行政人口比）となっています。 

 個別による排水処理設備である合併処理浄化槽につきましては、令和６年度末で整備数

２，０３１基、普及人口８，９００人、普及率は１７．４％（行政人口比）となっていま

す。 

 以上の３事業全体の普及人口は４０，１７７人、普及率で７８．３％となっており、全

国の９３．３％、佐賀県の８７．７％と比較すると整備率は低迷しています。 

 公共下水道事業及び農業集落排水事業の処理により発生する汚泥は、公共下水道で年間

１，９３６ｔ（日量約５．３ｔ）、農業集落排水で年間５０ｔが発生しており、その処分は

業者に委託しており、最終的には建設資材、堆肥化等で有効に利用されています。 

 伊万里市の将来人口は、少子高齢化や就業機会の不足などにより大幅な減少が見込まれ

ており、特に周辺の農村部では若年層の流出が顕著であり、後継者不足とともに集落機能

の維持も懸念される事態に直面しており、生活基盤となる下水道施設や上水道施設の維持

管理や整備を計画する上で課題となっています。 
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第３章 汚水処理整備の基本構想 

３－１ 計画策定の基本方針 

 経済の発展と利便性の向上を図るため、化石燃料を大量に使用し動力や熱源としてきま

した。その結果、二酸化炭素が大量に放出され気候変動の一因となっており、現在、地球

温暖化や海面上昇等の問題が発生し、人が生活する上で必要不可欠な資源である水は、水

質汚染や湖水の枯渇あるいはゲリラ豪雨等の事象として現れています。 

 また、経済の発展とともに生活環境は大きく変化し、入浴や洗濯、炊事、トイレなどに

使用する水は増加の一途をたどっており、その結果、公共用水域の水質に影響が及ぶ結果

となっています。 

 このため、市民が健康で快適な生活環境を確保し、公共用水域の水質を保全するととも

に豊かな自然環境を将来まで維持していくために、下記の目標を持って汚水処理の整備を

進めていきます。 

 

① 公共用水域の水質保全 

・水棲生物と共存し市民に潤いと安らぎを与える水環境の整備 

・水路、河川、湖沼、海の水質汚濁防止 

 

② 生活環境の向上 

・悪臭や蚊、ハエの発生防止 

・くみ取り便所の水洗化による衛生的な環境の向上 
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３－２ 汚水処理の種類 

汚水処理の事業は、集合処理方式では公共下水道事業、特定環境保全公共下水道事業、

農業集落排水事業、漁業集落排水事業などがあり、個別処理方式では個人が設置する浄化

槽設置整備事業と市町村が設置管理する浄化槽市町村整備事業があります。 

施設分類を下記に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下水道法上の下水道 公共下水道 公共下水道事業 

汚 
 
 

水 
 
 

処 
 
 

理 

流域下水道 

都市下水路 

特定公共下水道事業 

特定環境保全公共 
下水道事業 

その他の下水道 
農業集落排水事業 

漁業集落排水事業 

合併処理浄化槽 

浄化槽市町村整備設置整備事業 

浄化槽設置整備事業 
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３－３ 公共下水道事業 

 公共下水道事業は、都市計画区域内の市街地における汚水を処理するために、地方公共

団体が建設し管理する事業です。 

 下水道使用料は施設の維持管理に活用されており、これによって、快適な生活環境を確

保し、公共用水域の水質を保全しながら、安心して下水道を利用できています。 

事業の概要 

① 所 管：国土交通省  ②事業主体：市町村等  ③維持管理：市町村等 

④ 財 源： ・建設費       国費 

               市費    一般財源 

                     地方債 

               受益者負担金 

      ・維持管理費   下水道使用料 

 

３－４ 農業集落排水事業 

農業集落排水事業は、農村生活環境の改善、農業用用排水の水質保全及び機能を維持し、

併せて公共用水域の水質を保全するために、地方公共団体が建設し管理する事業です。 

下水道使用料は施設の維持管理に活用されており、これによって、快適な生活環境を確

保し、公共用水域の水質を保全しながら、安心して下水道を利用できています。 

事業の概要 

① 所 管：農林水産省  ②事業主体：市町村等  ③維持管理：市町村等 

④ 財 源  ・建設費       国費 

               市費    一般財源 

                     地方債 

               分担金（負担金） 

         ・維持管理費   下水道使用料 
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３－５ 浄化槽設置整備事業 

 浄化槽設置整備事業は、汚水処理整備事業認可区域外や農業集落排水事業等の計画区域

外において、し尿と生活雑排水を併せて処理することにより、生活環境の改善と公衆衛生

の向上、公共用水域の水質汚濁を防止する目的で地方公共団体の建設費補助により個人が

建設し管理する事業です。 

  事業の概要 

① 所 管：環境省  ②事業主体：市町村等  ③維持管理：市町村等 

④ 財  源  ・建設費     国費 

               県費 

               市費    一般財源 

               設置者負担 

         ・維持管理費   設置者負担 
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３－６ 汚泥の処分 

下水道汚泥は、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律」第２条第４項において産業廃棄物

に定められ、法令に従って処分することが義務づけられています。 

その処分については海洋投棄が原則禁止され、埋立処分も環境問題で厳しくなっており、

現在、公共下水道及び農業集落排水において排出する汚泥については、全て業者委託によ

り建設資材、堆肥化等で有効に利用しています。 

これまで汚泥処理にて発生する消化ガスは、燃焼させ大気放出を行ってきましたが、消

化ガス発電機を設置し、場内の電気設備の一部に供給を行い消化ガスの有効利用を行って

います。 
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第４章 汚水処理整備の基本方針 

４－１ 整備手法の選択 

 市内全域について、住宅の密集状況や地形を考慮し経済性について比較した上で、効率

的で早期に実現可能な整備手法を選択し、公共下水道、農業集落排水等の集合処理と浄化

槽設置の 3 つの手法により整備を推進します。 

 

４－１－１ 公共下水道区域の決定 

 公共下水道は、既に供用開始している伊万里処理区と隣接し経済性や効率性の良い地区

を接続することとして、個別処理、集合処理について経済比較を行った結果、現在全体計

画区域に設定されている大川内町(大川内山、正力坊、吉田、市村)、大坪地区(白野)、伊万

里・牧島地区(木須町木須西・木須東)、二里町(大里、中田)、伊万里地区(平山)、は個別処

理が有利となるため、集合処理の計画から除外します。 

 

４－１－２ 農業集落排水区域の決定 

 農業集落排水は、既に供用開始している南波多町井手野地区、大川町宿地区があります

が、公共下水道への接続は経済性を考慮すると現実的ではないため、引き続き農業集落排

水事業を継続します。 

 

４－１－３ 浄化槽設置整備区域の決定 

 浄化槽設置整備区域は、公共下水道事業区域、及び農業集落排水区域を除く市内全域が

対象区域となります。なお、公共下水道区域において事業実施認可区域外については、浄

化槽設置整備事業の補助対象となります。 
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４－２ 汚泥の有効利用 

 公共下水道及び農業集落排水において排出される汚泥については、専門業者に委託し場

外へ搬出し、建設資材、堆肥化等で有効利用されています。 

 近年、汚泥についてはバイオマス発電や燃料、建設資材、堆肥等として有効利用する技

術が進歩し、各地で様々な取り組みがなされています。 

 このため、市においても公共下水道と農業集落排水から排出される汚泥の一元化処理等

について、研究し有効利用を図ります。 

 伊万里市浄化センターでは隣接する伊万里・有田地区衛生組合で処理していた汲み取り

し尿や浄化槽汚泥の受入れを令和２年度から実施しており、一元化処理に合わせて消化ガ

ス発電と汚泥乾燥設備の導入を行い下水汚泥の有効利用を図っています。 

４－３ 整備目標年次 

 汚水処理の全体整備計画は市内全域に及んでおり、概成目標を令和３２年度までとして

おりますが、全体の整備には長期間を要し、整備計画についても検証等が必要なことから、

中間目標を定めその期間を令和１７年度までとし、社会情勢の変化や環境の変化により計

画変更の必要が生じたときは、逐次見直しを行います。 

４－４ 上水道計画 

 本市における水道施設は、有田川、井手口川ダムを水源とする上水道９施設の外、民営

簡易水道６施設、飲料水供給施設４箇所で運営し、約５１，０００人に水道水を供給して

おり、普及率は９８．５％となっています。 

 河川水の富栄養化などによる水質の変化に対応し、さらに良質の水道水を供給するため

に有田川浄水場等の更新に併せて高度浄水処理を行うための事業に取り組んでおり、配水

管の老朽化による漏水事故防止と耐震化を図るため、計画的な布設替えを行い水道水の安

定した供給を行います。 

 汚水処理施設の普及により水道水の一人当たり使用量は増加し、全体の使用料も増大す

ることが見込まれますが、少子高齢化による人口減少に伴い給水量の減少も予想されるこ

とから、今後の各給水区域の動向を見極めながら安定供給に努めていきます。
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第５章 基本計画 

５－１ 計画の概要 

 汚水処理整備については、公共下水道事業、農業集落排水事業、浄化槽設置整備事業の

３手法とし、それぞれ下表のとおりとします。 

 計画概要（目標年次令和 32 年度） 

事 業 名 公共下水道 農業集落排水 浄 化 槽 

処理区数 １地区 ２地区 － 

処理面積(ha) １，２３４ha ９３ha － 

処理人口(人) ２２，３９２人 １，１１９人 １０，４０９人 

人口構成(％) ６２．７２％ ３．１３％ ２９．１６％ 

 

 中間目標の令和 1７年度までの整備目標を８３．９８％とし整備を推進します。 

    処理人口及び普及率中間目標 

事  業  名 

令和６年度 令和１７年度 令和３２年度 

普及人口 普及率 普及人口 普及率 普及人口 普及率 

集
合
処
理 

公共下水道 29,539 人 58.25％ 25,058 人 57.47％ 22,392 人 62.72％ 

農業集落排水 1,609 人 3.17％ 1,367 人 3.13％ 1,119 人 3.13％ 

小  計 31,148 人 61.42％ 26,425 人 60.60％ 23,511 人 65.85％ 

個別処理（浄化槽設置整備） 6,507 人 12.83％ 10,192 人 23.38％ 10,409 人 29.16％ 

合    計 37,655 人 74.25％ 36,617 人 83.98％ 33,920 人 95.01％ 
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５－２ 年次計画 

 令和３２年度までの目標を達成するため、事業ごとに必要な財源を算定し汚水処理施設

の整備を促進します。 

 

整備年次計画表 

事業名 
年度 

区域名 
7  8  1 0  1 2  1 4  1 6  1 7 18 以降 

公共下水道事業 伊万里処理区 

 

 

農業集落排水事業 井手野地区 整 備 完 了  

農業集落排水事業 宿地区 整 備 完 了  

浄化槽設置整備事業 
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５－３ 事業の推進 

 市民が健康で快適に暮らすことができる生活環境を確保し、公共用水域の水質を保全す

るため、市民と協働し以下の取り組みを進めます。 

 

１． 市役所の取り組み 

○ 老朽化が進む下水道施設については、ストックマネジメント計画に基づき、適切な

維持補修や計画的な更新に取り組みます。 

 

○ 公共下水道や農業集落排水の区域外における適切な汚水処理を促進するため、浄化

槽の設置に要する経費を支援します。 

 

○ 汚水処理において発生した汚泥等について、再資源化などによる有効活用に努めま

す。 

 

２． 市民の役割 

○ 水を大切にする意識を持ち、節水や再利用に努めること。 

 

○ 汚水処理についての理解を深め、下水道への接続や浄化槽の設置など水洗化に努め

るとともに、施設の適正な管理を行うこと。 



伊万里

市役所

井手野地区

宿地区

伊万里処理区

Ｔ

Ｔ

全体計画区域（今回縮小区域）

農業集落排水施設

凡 例

事業認可区域（既整備区域）

Ｔ 処理施設

Ｔ
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立花町

松島町

脇田町

伊万里市

伊万里市

345

5 0 9

2 3 8

1 8 1

1 9 4

1 6 8

7 9

5 9

2 8 5

2 8 4

3 63

9 5

1 35

3 48

49

1 3 5

2 1 0

1 8 2

2 7 5

1 3 3

1 5 6

4 8

9 0

19 4

1 7 2

1 16

70

43 2

3 42

2 28

1 5

3

8 9

2 5

1 6

9 4

6 2

4

1

7

1 2

3

11 7

32

4 4

2 9

2 1

3

4 3

2 3

1 11

75

5 8

4 0

1 0 4

2 4

5 2

11 3

1 3 1

4 7

87

5 6

1 1 6

1 0 9

1 0 4

10 9

13 9

1 25

7 0

42

一本杉

白岩

白土山

炭山

牛古場

岩谷

大久保

正力坊

砥谷

３２３３

３２３４

３２３５

３２３６

烏帽子

長浜

楠久

福母

辻田

脇野

江 湖ノ 辻

大久保

浦川内

二里

戸ノ 須

木須崎

３２３０

３２３１

３２３２

嵐ヶ 原

山形

佛谷

国見

五本松

市野瀬

五本谷

中 ノ原

今岳

圓通寺

白野

真坂
道祖

長思寺

石原

伊万里

市役所

伊万里処理区

Ｔ

事業認可区域（既整備区域）

凡 例

全体計画区域（今回見直し区域）

農業集落排水施設

処理施設Ｔ

-16-


